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行 われ た 。 こ れ は 自分たちの 祖先が かつ て 行 っ た解釈 を宣教師の 解釈 に置き換 えて行 く過

程 に 他ならない が 、 そこで は当時の 秘儀的文字や メ シア的時間 とい っ た重要な争点が トー

タル に欠落す る こ とにな っ た 。 結果的に か つ て の メ シ ア運動 に お け る「書物」「主権」の モ

チー
フが 「想像困難」とな り、

こ の 「想像困難jな部分が前述 の 、預言者に よる予告→ キ リ ス

ト教の 到来→ 宣教 師に よる民族語の 文字化→ きた るべ き政治的 自立へ 、と い う、典型的な

民族主義 的プ ロ グラ ム に よ っ て置き換 え られ る こ とに な り、ラ フ の 解放 を唱 えた「先覚的

キ リス ト者」と して の ア シ ャ フ チ ュ 像、ア シ ャ フチ ュ の 後継者 と して の クリス チ ャ ン ・ラ フ

とい う自己規定が「正 史」と して 「想像可 能」にな っ て い っ た 。

マ レ
ー

シ ア ・サ バ 州 カ ダザ ン 人 の エ ス ニ シ テ ィ とキ リス ト教

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本博之

　ある エ ス ニ シ テ ィ の 誕生 を問題 にする た め に は 、 まず「エ ス ニ シ テ ィ の誕 生」が何 を指す

の か を明 らか にす る必要が あ る 。 別 の 形 で問 い 直す とすれ ば 、エ ス ニ シ テ ィの 誕生 の 前後

でい っ たい 何が ど う変わ る とみ な されて い るの だろ うか 。

　自らの生命を犠牲 に して も自らの 帰属する集団の た めに戦お うとする独立戦争の イ メ
ー

ジ と重ねあわせ る まで もな く、い っ た ん エ ス ニ ッ ク・グル ープが誕生 した後で は構成員 ど

うしの 横の 結 び つ きの 強 さが強調され る こ とに なる 。
エ ス ニ ッ ク ・グ ル

ー
プを民族衣装に

喩える の もこ れ と同 じ発想で ある とい えるだろ う。 こ こ で エ ス ニ シ テ ィ の 誕生 とは 、 「われ

わ れ○○人」な る言説と同時に 横の 連帯が 発生す る こ とと して捉 え られ て い る と言 える だ

ろ う。

　根源的紐帯 な る もの を完全に打 ち崩す 、 すなわ ち横の 連帯がは じめか ら無条件 に存在 し

て い る とは考 えな い とい う立場 を とり、なお か つ 誕 生後の エ ス ニ ッ ク・グ ル
ー

プが横の 連

帯 を持 つ こ とを前提にす るの で あれば 、 横の 連帯が い っ たい い つ どうや っ て 成立 したの か

とい う厄介 な問題 を抱え込むこ とに なる 。

　こ れ を避ける 1つ の 手 と して 、
エ ス ニ シ テ ィ を「自らが ある エ ス ニ ッ ク・グル ープに属す

る とい う意識」とい う言説の レベ ル に限る こ とが 考え られ る が、こ れ は問題 を先送 りした

こ とに しか ならない だ ろ う。
エ ス ニ シテ ィ は単に人 間分 類の 方法 と して問題 にな っ てい る

の で はな く、 それ ぞれの 社会にお い て それ 以上 の 影響力を もっ て い るか に見える状況が あ

る とい う点で 問題 に なっ て い るはずで ある 。 そ うで ある 以上 、
エ ス ニ シ テ ィ を問題 とす る

上 で そ の点を避 け て通 るわ けに は い か ない の で は ない か 。

　サバ 州 は マ レ
ー

シ ア に あっ て住民の サ バ 人意識が 強 く、 連邦政府に対 して常 に反発する

傾向にあ る と内外 か らみ なされ て い る 。 それ を裏付ける よ うな事例 を挙げる こ とはたやす

い
。 しか しサ バ 内に 目を向け る と、サバ の 人々 は文化的 に多様な 人々 か らな るだ けで はな

く、 さ まざまな集団に分かれ て お互 い の 対立が絶 えず、決 して サバ 人 と して 1つ に まとまっ

て い る わけで は な い
。
こ れ を説明 しよ うとサ バ 人を さ らにム ス リム ／ マ レ ー人 、 カダザ ン

人 、華人 な どの エ ス ニ ッ ク ・グル ープに分 けて、それ ぞれ 自民族意識が 強い ため に お互 い に

対立する とい う説明 も試み られ て い る が 、 そ の 自民 族意識が強 い と され て い るカ ダザ ン 人

に 目 を向けれ ば 、 や は り内部で さ まざまな集団 に分か れ て お互 い に対立 して い る状況に た

ち まち出 くわす こ とに なる 。

　 しか し、 カ ダザ ン 人が文化的に 多様 な 人々 か らな り、しか も横の 連帯が存在 しない か ら

とい っ て 、「カ ダザ ン 入 なる エ ス ニ ッ ク ・グル ープは 存在 しない 」と言 えば問題の 解決に な
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鬱

るわ けで は な い
。 「カ ダザ ン 人の た め」とい うス ロ ー

ガ ンは 今で もサバ 内で 流通 して お り、

しか もそれが 一定の 影響力 を持 っ て い るよ うに見えるこ と も否定で きな い
。 分析の 枠組み

にする こ とが 困難だか らとい っ て 、 「カ ダザ ン 人」にか かわ る現象まで なか っ た こ とに して

しま うわ けに は い か ない の で ある
。

　こ の 「カ ダザ ン 人」とい う分類が 意昧 を持 っ て い る ように 見える現象を さ しあた っ て カ

ダザ ン 人の エ ス ニ シ テ ィ と呼ぶ こ とに すれ ば、カ ダザ ン 人が エ ス ニ ッ ク
・グル

ープで ある

の か 否か、そ して その 場 合エ ス ニ ッ ク・グル
ープ とは何か とい う問い をと りあえず棚上 げ

に して お い て 「カ ダザ ン 人」なる エ ス ニ シテ ィ の 誕生 を考えるこ とがで きるだ ろ う。 そ して

そ の ため には 、エ ス ニ ッ ク・グル ープの 構成員 どう しで 横の 連帯が生 じる とい う前提 を排

する必要が ある 。

　以上 の 問題意識 をふ ま え 、独立前後の サ バ に お ける権力観を検討する こ とを通 じて 、カ

ダザ ン 人なる エ ス ニ シ テ ィ の 誕生 を明 らか にす る と同時 にサバ （あ るい は マ レーシ ア ）に

おい て エ ス ニ シテ ィ とは何で ある の か を考えたい 。

民族 ・宗教 ・国家一 1950年代以 降 の バ リ島社会 と ヒ ン ドゥ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永渕康之

　 ヒ ン ドゥ
ー

的 とうた われ る バ リの 宗教は
、 現時点で 「バ リ人」の 同

一
性を保証する 明らか

な指標 となっ てい る。 イ ン ドネシア社 会ある い は 国際社会か らの 他者表象 と して もバ リ入

に よる 自己表象 と して も 、 この 指標 は承認 されて い る 。 実際の 宗教実践 を見 て も、隣接する

他の 社会 との 特異性 は きわ だ っ て い る 。 「エ ス ニ シ テ ィ
ー
」と しての 「バ リ人」を語る時 、 宗

教は種差的差異を代表す る指標と言 っ て い い だろ う。

　1950年か ら1965年に かけて、つ まリイン ドネシ ア共和国の独立か ら共産党員虐殺事件 ま

で の い わ ゆ る 旧体制期 にお い て 、
バ リ島社会で は宗教に 関す る重大な出来事が進行 した 。

宗教の 制度化 と含理化で あ る 。
バ リ島の 宗教 を代表する機関が こ の 時期 に設置され 、 宗教

の 知識が教義 と して 整備 され てい っ た 。 また一連の 出来事は 、 中央政 府にた い す る対抗運

動 と して展 開 した 「民族的」な闘争と い う側面 を持 っ て い た 。
バ リ独 自の 自治宗教省が 設立

され、ジャ カル タの 宗教省にたい して ヒ ン ドゥ
ー

部門の 設置 を要求する運動 を展開 したの

で ある 。

　
一

方 、 こ の 時期の バ リ社会の 状況 は 、 民族 闘争 とい う概念の 裏に想 定され て い る社会の

統合性 を根底的 に裏切 る事態にお ちい っ てい た 。 祉会秩序の統 合を もた らす権威の 崩壊の

すえに あらわれた社会分裂で ある 。 日本軍制期 まで 維持 されて い た旧王家を代表とす る統

治機構は崩壊 し、権威の 真空地帯 となっ たバ リに は中央の 政党政治や 経済政策の 影響が露

骨に浸透 した。 諸派 に分裂する政党勢力が拡大 し、 1960年以後 、 国民党と共産党の 二 大勢力

に よる社会分断は決定的 とな り、その 結果が 1965年か ら1966年に か けて の イン ドネシ ァで

も最大規模の 共産党員の 虐殺で あ っ た 。

　現在バ リで は 、 1950年代 に制度化 された組織 と合理化 された教義に もとつ い て州政府を

運営主体に した巨大 な儀礼が繰 り返 され て い る。伝統儀礼が こ うして 公的な儀式 と して国

家の 官僚主義体制の もとで 再生産 され て い る の で ある 。 同時に 、 「宗教はわれ われの 魂であ

る」とい う宗教 をめ ぐる本質主義的な語 りは現在
一
般化 して い る 。 宗教の 制度化 と合理化

が成立する に い た っ た過程 はこ う して 文化 をめ ぐる本質主義の なかで 隠蔽され、乗 り越 え

られた過 去に追い や られ 、バ リの 宗教世 界が時間な き伝統 と して 立 ちあ らわ れ て い る 。 忘
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